
綾渡の夜念仏と盆踊（あやどのよねんぶつとぼんおどり） 
・重要無形民俗文化財 
・指定年月日:平成 9 年（1997）12 月 15 日 
・保護団体:綾渡夜念仏と盆踊り保存会 

解説 
綾渡の夜念仏と盆踊は、盆の夜に、地域の人びとが行列を作って歩きながら、さ

らに所定の位置で立ち止まって、鉦
かね

を打ち念仏を唱和する夜念仏と、それに引き続
いて行われる歌だけに合わせ三味線や太鼓などの楽器を使わない盆踊である。これ
が伝承される足助町綾渡は、愛知県の東北部にあたり、標高 500m を超える山間に
ひらけた集落である。 

この夜念仏と盆踊は、綾渡の平
へい

勝
しょう

寺
じ

境内を中心に行われる。8 月 10 日（施餓⿁）
と 15 日（観音供養）の夕方に、平勝寺境内にある綾渡集会所に保存会の人びとが
集まり、鉦や平

ひら
笠
がさ

などの用具を整え、夜 7 時過ぎに、平勝寺参道入口の「 幟
のぼり

立
たて

」
と呼ばれる場所に夜念仏を行う男性たちが移動し、寺に向かって行列を整える。人
びとは平笠をかぶり、浴衣に角

かく
帯
おび

をしめ、腰に白
はく

扇
せん

をさし、白
しら

足
た

袋
び

に下駄を履いて
いる。行列の先頭と最後に一人ずつ、それぞれ切

きり
子
こ

灯籠を棒から下げたものを持つ
者が立つ。地元では、この灯籠を「折

おり
子
こ

灯籠」あるいは単に「折子」と呼び、それ
を持つ者も「折子」と呼んでいる。先頭の「折子」の次に香

こう
炉
ろ

を両手で捧げ持つ「香
こう

焚
たき

」と呼ばれる者が一人並ぶ。この「香焚」は全体の統率者で「年行事」と呼ばれ
る役の者がなる。その後ろに、左手に直径約 10cm の鉦と、右手に撞

しゅ
木
もく

を持った人
びとが縦二列に並ぶ。この二列の先頭の二人を「音

おん
頭
ど

」と呼び、音頭に続く人びと
を「側

がわ
」あるいは「側

がわ
衆

しゅう
」と呼ぶ。最後は先に述べた「折子」である。なお先頭の

灯籠には極楽が、最後の灯籠には地獄の様子が描かれている。 
夜念仏は、参道入口で行われる「道

みち
音
おん

頭
ど

」から始まり、この「道音頭」を唱えな
がら行列は平勝寺へ向かって進み、平勝寺山門下の石仏の前など、合わせて 5 か所
で立ち止まり、行列の隊形を変えて、それぞれで決まった念仏を唱和する。立ち止
まって念仏を唱和するときは、石仏などに向かって半円形に並び、その半円形の中
央に「香焚」が立ち、それを取り巻く形で、半円の両端にそれぞれ「折子」が立つ。
場所を移動する途中は行列に戻り「道音頭」を唱える。立ち止まる場所とその場で
の念仏を列記すると、石仏前での「辻

つじ
回
え

向
こう

」、平勝寺山門での「門
もん

開
びら

き」、寺の境内
に入り観音堂の前での「観音様回向」、その隣の神明社前での「神

かみ
回向」、平勝寺本

堂前での「 仏
ほとけ

回向」である。これらの念仏は、いずれも、まず「音頭」が一句を唱
え、続いて「側衆」が全員で次の句を唱和し、途中で鉦を打ちながら続け、全体で
一時間半ほどになる。 

この夜念仏が終わると、平勝寺境内の中央に 2 基の「折子灯籠」を立て、それを

別紙 



中心に人びとが輪になって盆踊を行う。夜念仏を見物していた女性や子どもも加わ
り、歌い手である「音頭とり」の歌に合わせ、踊り手も「はやしことば」を歌いな
がら踊る。なお踊りによっては、右手に扇を持ち、これをひるがえして踊る。伴奏
の楽器は何もないが、人びとは下駄を履いていて、その下駄が境内の砂地を一斉に
踏んだり、けったりする音が、軽やかな伴奏になっている。踊りは「越

えち
後
ご

甚
じん

句
く

」や
「御

おん
嶽
たけ

扇
おう

子
ぎ

踊
おどり

」「娘づくし」など 10 曲ほど続く。 
この綾渡の夜念仏は、かつては綾渡地区の 15 歳から 35 歳の男子によって構成

される「若
わか

連
れん

」が担当し、旧暦の 7 月 1 日に練習を始め、10 日に平勝寺の観音堂
前で一通りを演じ、13 日から 16 日にかけては、地区内外の、その年に亡くなった
人があった、いわゆる新

しん
仏

ぼとけ
の家からの招きに応じて出かけていって夜念仏と盆踊

を披露し、17 日には平勝寺境内で演じた。現在のように新暦の 8 月 10 日と 15 日
に行うようになったのは昭和 40 年ころからである。 

綾渡の夜念仏と盆踊の始まりは明確ではないが、足助町内には 12 基の「夜念仏
供養塔」があり、その最も古いものは寛政 6 年（1794）の銘があり、また隣の旭
町にも 10 基以上の夜念仏供養塔が確認されるので（『足助町誌』1975 年刊）、江
戸時代には夜念仏が周辺各地で広く行われていたと考えられる。しかし現在も、鉦
を打ちながら念仏を静かに唱和する夜念仏と伴奏楽器を用いない盆踊を一連のも
のとして行っているのは綾渡だけとなった。 

盆に先祖や新仏の供養のために行われる念仏踊や盆踊は、全国各地で行われ、太
鼓を打ちながら激しく踊ったり、三味線や太鼓で華やかに踊るなど、多様に展開さ
れているが、綾渡の夜念仏と盆踊は、その古風な形態をうかがわせ、芸能の変遷の
過程と地域的特色を示すものとしてとくに重要なものである。 

 ※令和元～4 年（2019～2022）は、天気やコロナウイルス感染症等による影響の
ため中止。 

 
綾渡夜念仏と盆踊り保存会 

設立:昭和 35 年（1960） 
構成人数:71 名 
会⾧:水野 昌彦 

 

 

 


